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　企業活動を反映した様々なデジタル・データが入手可能になっている近年、金融サービス業をはじめ、公的統
計の分野でも民間データの利活用に向けた取組みが進む。筆者らは、経済産業省の令和元年度公募事業の一環と
して、日本最大の消費者購買（POS）データを用いて消費者心理の変化を推し量る指標を開発した。本指標は既
存の消費者態度指数と類似のパターンを示しながら推移するとともに、複数の景気動向指標や株価指数とも連動
あるいは先行することが示唆された。従来は公的統計のみに頼っていた景気動向把握や先行き見通しであるが、
今後は、民間が保有するオルタナティブデータを用いることで、より迅速、詳細、多面的な分析ができる可能性
が拡がるであろう。
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プレミアム品購買データから読み解く消費者心理
―民間データとデータサイエンスが拓く、新しい投資・経済の視点―
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